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うになる(Benenson,et al,1997)。3 歳児後半から 5 歳児になると、同年齢の 3 人
組の遊びにおいては、年齢の高い子どもたちの方が年齢の低い子どもたちよりも、
三者間の状態を維持しようとし、二者間から三者間の状態へと変えようとすると
































































第 1 章 理論的枠組み 
 













































た 4 歳児はおらず、また別の実験においては、我慢できた平均時間は幼児で 6 分



















 また、Kopp(2009)は、抑制的コントロール、実行的注意、情動調整の 3 つの自
己調整に関する研究結果をまとめた。その結果、これらの自己調整に関する機能





















































































































































































































































































































































































 例えば、中川・山崎(2003)は、対人葛藤について、一方の幼児 A が他方の幼児






























































































 朝生・斎藤・荻野(1991)は、保育園の 2 歳児における対人葛藤場面の 1 年間の
発達的変化について検討した。その結果、2 歳児においては、ある物を両者共に




























































































































との親密性の影響と②当事者の故意性の有無の影響の 2 点に分けて考察を行う。 
  ①当事者との親密性の影響 











































































































































































































































































 以下は、他児の対人葛藤場面に対する非当事者としての介入について論じる。  
 



































































4 歳児と 5 歳児の介入を比較検討しており、4 歳児よりも 5 歳児の方が、<同調・
支持>、<保育者の存在を示唆>が多い一方で、<ルールの導入>、<保育者への伝達・
説明>、<身体的攻撃>が少ないということを示している。そして、これらの結果か
ら、4 歳児よりも 5 歳児の方が<同調・支持>、<保育者の存在の示唆>が多い一方
で、<ルールの導入>、<保育者への伝達・説明>、<身体的攻撃>が少ないと結論付















































幼稚園 3 年間でいかに発達するのかということを明らかにすることを目的とする。 














文をⅠ～Ⅲ部全 12 章で構成し、各分析視点から、幼稚園 3 年間における他児の
対人葛藤場面への介入の発達について検討する。  
まず、第Ⅰ部「本研究の課題と方法」は、以下の 3 章から成る。  
 序章「問題の所在」・第 1 章「理論的枠組み」では、幼児の自己調整や、自他調
整、社会的調整、対人葛藤や他児の対人葛藤場面に対する介入に関連する研究を
整理し、その課題について述べた上で、本研究の目的を示す。  









「A.介入の発達的変化」は、第 3 章「幼稚園 3 年間における介入行動の変化」か







かに介入をし始めるのか」、第 5 章「介入の連携とその発達」、第 6 章「幼児は何
故介入を試み続けるのか：解決に至らない事例に着目して」の 3 つから成る。  




 第 5 章「介入の連携とその発達」では、1 つの葛藤場面に対して、複数の幼児
が介入する場面に着眼して、幼稚園 3 年間で幼児同士がいかに連携して介入する
ようになるのかについて検討することで、介入の形成過程を明らかにしたい。  









を中心に」と第 8 章「ある 4 歳児の当事者及び非当事者としての対人葛藤経験」
から成る。  












 「D.保育者の援助が幼児の介入に及ぼす影響」は、第 10 章「仲介となる援助」、








 第 9 章「仲介となる援助」では、幼稚園 3 歳児クラスの担任保育者を対象に、
保育者がいかに「仲介となる援助」を行い、それが幼児の介入にいかに影響を及
ぼしたのかについて検討する。  
 第 10 章「見守る援助と積極的援助の比較」では、幼稚園 4 歳児 2 クラスの保
育者の援助を比較し、各々の保育者が幼児の対人葛藤場面に対していかに援助し、
それが幼児の介入にいかに影響を及ぼしたのかについて分析する。  
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第 2 章 本研究の方法  
 



















 協力園には、3 年保育の園児と 2 年保育の園児が在籍している。3 歳児クラス
から 5 歳児クラスに、各年齢 2 クラス計 6 クラスから成る。3 歳児クラスは、4
月～9 月までは 2 クラスに分かれているが、10 月に 2 つのクラスが 1 つのクラス
へと合併する。筆者が調査に協力させて頂いた当時には、4 月の新しいクラスへ
の進級時には、担任保育者は替わるが、クラス替えは成されず、クラスのメンバ
ーは転出した園児を除いては替わらなかった。3 歳児クラスでは、4 月～9 月まで
は、各クラスに担任保育者 1 名、補助の保育者 1 名であり、10 月のクラス合併後
には、担任保育者 2 名、補助の保育者 2 名であった。4 歳児クラスでは、担任保
育者 1 名、補助の保育者 1 名であった。5 歳児クラスでは、担任保育者 1 名、補
助の保育者 1 名であった。  
 保育時間は、基本的に 3 歳児クラスでは、4 月～7 月までは、8 時 45 分～11 時
30 分の午前の保育のみであるが、9 月～3 月は週 2 回お弁当があり、8 時 45 分～
14 時までの保育であった。4 歳児クラスでは、週 2、3 回はお弁当があり 8 時 45
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分～14 時までの保育であったが、それ以外の日は、8 時 45 分～11 時 30 分まで
の午前中の保育のみであった。5 歳児クラスでは、週 3 回はお弁当があり、8 時










究の観察期間と研究協力者の概要については、表 2-1 に記した。  
①コホート 1 
第 3 章・第 4 章・第 5 章・第 6 章・第 7 章・第 9 章・第 10 章・第 11 章は、関
西圏の国立大学附属幼稚園において、201X 年度 3 歳児クラス (3 年保育 )を 201X
年 6 月から 201X+3 年 3 月まで、同一のコホートの幼児を 3 年間にかけて縦断的
に調査した。ただし、協力園では、3 歳児クラスは、4 月～9 月までは、2 クラス
に分かれており、10 月にその 2 クラスが合併して 1 つのクラスとなった。3 歳児
クラスの合併前までは、2 クラスのうち 1 クラスのみを参観していた。  
 担任保育者は、年度ごとに替わったが、クラスに所属する園児は、転出した園
児を除けば、3 年間替わらなかった。201X 年 6 月から 201X ＋3 年 3 月まで計
106 回観察を行った。3 歳児クラスでは、園児 30 名 (男児 15 名、女児 15 名 )、担
任保育者 2 名 (A 教諭：教員歴 19 年，B 教諭：教員歴 6 年 )、補助の保育者 2 名を
201X 年 6 月から 201X＋1 年 3 月まで計 38 回観察した (クラス合併前 7 回、クラ
ス合併後 31 回 )。3 歳児クラスでは、10 月に 2 クラスが合併したが、クラス合併
前は、そのうちの 1 つのクラスに所属する園児 15 名 (男児 7 名、女児 8 名 )、担任
保育者 1 名 (A 教諭：教員歴 19 年 )、補助の保育者 1 名を参観した。4 歳児クラス
では、園児 29 名 (男児 14 名、女児 15 名 )、担任保育者 1 名 (C 教諭：教員歴 9 年 )、
補助の保育者 1 名を 201X＋1 年 4 月から 201X＋2 年 3 月まで計 34 回観察した。
5 歳児クラスでは、園児 28 名 (男児 13 名、女児 15 名 )、担任保育者 1 名 (D 教諭：
教員歴 18 年 )、補助の保育者 1 名を 201X＋2 年 4 月から 201X＋3 年 3 月まで計
34 回観察した。  
 3 年間で 3 名の園児が転園した。3 歳児クラス修了時には、男児 1 名 (ソウタ )が
転園した。4 歳児クラス修了時には、男児 1 名 (タクマ )が転園した。5 歳児クラス
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2 学期末に、男児 1 名 (カナタ )が転園した。  
②コホート 2 
第 8 章、第 10 章は、コホート１と同じ協力園において、4 歳児クラス (2 年保
育 )をおよそ半年間観察した。  
 園児 30 名 (男児 15 名、女児 15 名 )、担任保育者 1 名 (E 教諭：教員歴 4 年 )、補














(201X 年度  
3 年保育  
3 歳児クラス）  





年 3 月 
201X 年 6
月～201X








15 名 ) 
園児 1 名  
(男児 8
名、女児
7 名 ) 
A 教諭  
(女性・１９年 ) 
B 教諭  
(女性・６年 ) 













8 名 ) 
B 教諭  
 
4 歳児 2 組  
201X＋ 1 年 4 月～ 201X＋ 2
年 3 月  
34 回  
園児 29 名  
(男児 14 名、  
女児 15 名 ) 
C 教諭  
(女性・9 年 ) 
5 歳児 3 組  
201X＋ 2 年 4 月～ 201X＋ 3
年 3 月  
34 回  
園児 28 名  
(男児 13 名、  
女児 15 名 ) 
D 教諭  
(女性・18 年 ) 
コホート２  
(201Y 年度  
2 年保育  
4 歳児クラス）  
 
4 歳児 4 組  
201Y 年 6 月～201Y 
年 12 月  
17 回  
園児 30 名  
(男児 15 名、  
女児 15 名 ) 
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3 年保育の 3 歳児クラスを入園から卒園まで幼稚園 3 年間縦断的に調査した。
観察は夏季、冬季、春季休暇中を除いて、週 1 回程度、自由遊びから全体活動終
了までの午前の保育場面を中心に行った。  








 対象児は、3 年間安定して介入していたレイジ・ヒデキ、4 歳児以降よく介入す
るようになったカナタ、5 歳児以降頻繁に介入するようになったチヅル、対人葛
藤を頻繁に引き起こすソウタ・ユリ・ユカリを対象児として選定した。ただし、
ソウタは、3 歳卒園時に転園したため、3 歳児クラスの 10 月～3 月に観察した。
カナタも、5 歳児 2 学期末に転園したため、3 歳児クラス 10 月～5 歳児クラス 12
月まで観察を行った。チヅルは、3、4 歳児クラスにおいてはそこまで介入を示さ
なかったが、クラスで頻繁に葛藤を起こすユリとよく葛藤を起こしていたため、
3 歳児から対象児としていた。  
②コホート２ 
 2 年保育の 4 歳児クラスを、夏季休暇中を除いて、201Y 年 6 月から 12 月まで、
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た。保育者のインタビューにおける談話を事例の解釈的分析として参照した。   
 
 第 2 節 分析 
  (1)分析資料 
  調査時の記録をもとに、観察直後に幼児と保育者との行動、発話、表情につい
て詳細な文字記録を作成し、それを分析資料とした。  















因らず、それを 1 件と数えた。また、1 つの事例において複数の種類の介入がな
された場合があるため、介入カテゴリーの発生件数と抽出された観察事例数は一
致しない。 











数回あっても 1 つと数えることにした。 
 







































































第 3 章 幼稚園 3 年間における介入行動の変化 
 
 第 3 章では、3、4、5 歳児の介入の特徴やその変化について、介入のカテゴリ
ーや事例の解釈的分析から捉える。 
 
第 1 節 問題と目的 





















第 2 節 方法 
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 分析方法は、基本的には、第 2 章第 2 節で説明した通りである。 
 介入者の内訳の変化については、1 つの対人葛藤場面に対して①保育者のみが
援助するのか、②保育者と非当事者の幼児が共に介入するのか、③非当事者の幼
















③介入カテゴリーの数量的変化の 3 つの視点から分析を行った。 
(1) 介入者の内訳の変化 
対人葛藤場面は、3 歳児では 177 事例、4 歳児では 163 事例、5 歳児では、164























































































減少し、非当事者の幼児による介入が増加したのではないか(表 3-1 参照)。 
(2) 幼児の個人別の介入件数 
 次に、幼稚園 3 年間の幼児の個人別の介入件数を表 3－2 に示し、それに基づ
いて幼児の個人別の介入件数の変化について考察を行う。 
 なお、本研究の調査協力園では、3 歳児クラスは 9 月まで 2 クラスに分かれて
おり、10 月から 1 つのクラスに合併し、10 月までは片方のクラス(1－a 組)を観
察していた。従って、3 歳児の 9 月まで、1-a クラスに在籍していた園児 15 名
は、転園した園児タクマを除いて、201X 年 6 月から 201X＋3 年まで観察を行っ
た。一方、3 歳児の 9 月まで 1-b クラスに在籍していた園児 15 名は、転園した
園児ソウタ・カナタを除いて、201X 年 10 月から 201X＋3 年 3 月まで観察を行っ
た。 






歳児 2 学期末で転園したため、201X 年 10 月から 201X＋2 年 12 月まで観察した。 
 
  3 歳児  4 歳児  5 歳児  計  順位  
1－a 組  
(201X 年 6 月
～201X＋3 年
3 月 ) 
タカシ  02 03 06 11 0 
トウマ  12 03 05 20 03 
トシエ  04 04 00 08 0 
ナオミ  05 04 02 11  
ハジメ  04 03 03 10  
ハルナ  01 02 00 03  
ヒデキ  13 08 09 30 02 
マユミ  01 03 04 08  
リエコ  02 06 04 12  
リョウコ  05 06 02 13  
リョウヤ  01 03 03 07  
ヤスオ  04 04 00 08  
ユウキ  06 07 05 18 0 
ユカリ  10 05 03 18  
レイジ  12 10 17 39 01 
1－b 組  
(201X 年 10 月
～201X＋3 年
3 月 ) 
オサム  04 05 05 14  
カナタ※  13 05 08 26 01 
コウスケ  01 06 03 10  
ショウコ  04 03 05 12  
セイ  02 09 08 19 03 
ソウタ  05 転園  転園  05  
タクマ  01 01 転園  02 0 
チヅル  07 04 14 25 02 
ナリヒロ  05 02 05 12  
マイコ  01 04 05 10  
マミ  01 02 03 06  
ミチル  06 00 01 07 0 
ユタカ  01 02 06 09  
ユミコ  01 02 03 06  
ユリ  04 03 05 12 0 
単位：件  表 3-2．幼稚園 3 年間の幼児の個人別の介入件数 
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 3 歳児クラス合併前まで 1-a 組に在籍していた幼児の介入件数について考察す
る。まず、介入件数が多かったレイジ・ヒデキ・ユカリについて考察を行う。レ
イジが 3 年間で 1 番安定して介入していた。レイジは、介入件数が 3 歳児クラス
では 2 番目に多く、4、5 歳児クラスでは 1 番目に多く、3 年間の介入件数もクラ






 2 番目に 3 年間の介入件数の合計が多かった幼児はヒデキであった。ヒデキ




 3 番目に 3 年間の介入件数の合計が多かった園児はトウマであった。トウマ


























た。5 歳児クラスでは全く介入しなかった。ハルナは 3 年間を通じて、他児への
働きかけが慎重であり、一人遊びを好み、特定のグループに属さず固定的な友達
がいなかった。これらの点が介入の少なさに影響したのではないか。 









 さらに、3 歳児クラスで 1－b クラスに所属していた中で、介入を多く示した
カナタ・チヅル・セイについて考察を行う。1 番多く介入を示したのはカナタで
あった。カナタは、5 歳児 2 学期修了時に転園したため、201X 年 10 月から 201X
＋2 年 12 月までの観察であったが、よく介入を行っていた。介入件数が、3 歳児










入件数の増加については、第 7 章で詳細に考察を行いたい。 
 3 番目に介入件数が多かった幼児は、セイであった。セイは、3 歳児クラスで












ミチルは、3 歳児クラスでは、介入件数が 3 番目に多かったが、4 歳児クラス















心理学を専攻する大学院生 1 名の計 2 名でコーディングを行った結果、一致率
は、86.4％であった。不一致の箇所は協議の上で決定した。各々の介入カテゴリ

























った。<注視>は、4 歳児では 3 歳児よりも減少するが、5 歳児では、4 歳児より
も増加した。<提案>は、4 歳児では、3 歳児よりも増加するが、5 歳児では 4 歳
児よりも減少する。<抑制>は、5 歳児では、3、4 歳児よりも増加した。<注意>



























































































































































単位：件 (生起割合 ) 




















































































































































下位カテゴリー  3 年間の件数の変化  
  3 歳児  4 歳児  5 歳児  計  
(a)〈阻害〉  ≪阻害≫  006 00 00 06 









≪注視後の行動化≫  06 02 08 16 









≪声掛け後の行動化≫  02 03 06 11 
(d)〈抑制〉  ≪抑制≫  03 03 08 14 
(e)〈保育者へ
の伝達〉  
≪保育者への伝達≫  02 01 03 06 









≪他児への代弁≫  01 02 05 08 









≪当事者の実行を伴わない提案≫  02 04 02 08 









≪直接的示唆≫  09 10 19 38 
≪間接的示唆≫  00 03 03 06 









≪なぐさめ・共感を伴う加勢≫  00 04 03 07 









≪自主的な判断に基づく仲裁≫  05 08 20 33 
単位：件  
表 3-6．3、4、5 歳児の介入の下位カテゴリーの 3 年間の数量的変化 
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表 3－6 の結果に基づいて、幼稚園 3 年間の介入の下位カテゴリーの変化につ
いて以下に考察する。なお、3 歳児のみでしか見られなかった〈阻害〉と 3 年間
で質的に変化が見られなかった〈抑制〉と〈保育者への伝達〉以外の介入につい
て考察する。 
 〈注視〉に着目すると、3 歳児においては 11 件中≪注視のみ≫が 5 件、≪注
視後の行動化≫が 6 件見られ、2 種類の〈注視〉が同数程度見られた。4 歳児で
は、6 件中 4 件が≪注視のみ≫であり、残りの 2 件が≪注視後の行動化≫であ
り、3 歳児よりも≪注視のみ≫が増加した。5 歳児では、15 件中 7 件が≪注視の
み≫であり、その他の 8 件が≪注視後の行動化≫となり、3 歳児と同様に、2 種
類の〈注視〉が同数程度見られた。 
 〈声掛け〉においては、3 歳児では、16 件中 14 件が≪声掛け≫、残りの 2 件
が≪声掛け後の行動化≫であり、≪声掛けのみ≫が≪声掛け後の行動化≫よりも
かなり多く見られた。4 歳児では、11 件中 8 件が≪声掛けのみ≫であり、その他
の 3 件が≪声掛け後の行動化≫であったことから、3 歳児と同様に、≪声掛けの
み≫が≪声掛け後の行動化≫よりも多く見られた。5 歳児になると、11 件中 5 件




 〈代弁〉は、3 歳児では、≪保育者への代弁≫が 8 件中 7 件見られ、≪他児へ
の代弁≫は 1 件のみしか見られず、≪保育者への代弁≫が多く見られた。4 歳児
では、6 件件中 4 件は、≪保育者への代弁≫であり、2 件は≪他児への代弁≫で
あり、3 歳児と同様に、≪保育者への代弁≫が多かった。それに対して、5 歳児






れず、2 件中 2 件全てが、≪当事者の実行を伴わない提案≫であった。4 歳児で
は、7 件中≪当事者の実行を伴う提案≫が 3 件、≪当事者の実行を伴わない提案
≫が 4 件見られ、半数程度においては、当事者は介入児が出した案を実行するよ
うになった。5 歳児においても、3 歳児と同様に、4 件中、≪当事者の実行を伴






 〈注意〉においては、3 歳児では 24 件中 15 件が≪制止≫、9 件が≪直接的示
唆≫であり、≪間接的示唆≫は全く見られなかった。また、全件中半数程度が≪




12 件、≪直接的示唆≫が 19 件、≪間接的示唆≫が 3 件見られた。5 歳児におい





 〈加勢〉においては、3 歳児では、18 件中 18 件全てが≪攻撃的言動を伴う加
勢≫であった。4 歳児では、30 件中 26 件が≪攻撃的言動を伴う加勢≫であった
が、4 件においては、3 歳児では全く見られなかった≪なぐさめ・共感を伴う加
勢≫であった。5 歳児では、29 件中 26 件が≪攻撃的言動を伴う加勢≫を示し、





 最後に、〈仲裁〉に着目すると、3 歳児における〈仲裁〉は 10 件中 5 件が≪保
育者の援助を参照とした仲裁≫、残りの 5 件が≪自主的な判断に基づく仲裁≫で

















 3 歳児では、3 件<抑制>が見られたが、3 件中 2 件においては、非当事者の幼
児は、当事者の行動を手で押さえて制止しており(事例 3-1)、1 件においては、
非当事者の幼児が当事者同士の間に入って引き離していた。 










4 歳児では、<抑制>は 3 件見られた。4 歳児では、3 件中 1 件は、当事者の行
動を手で抑えており、2 件においては、当事者の間に割り込むことで、当事者の
行動を制止していた(事例 3-2)。 



















5 歳児では、<抑制>は 8 件見られた。8 件中 4 件においては、当事者の行動を
手や物で抑えており、他の 4 件においては当事者の間に入って引き離した(事例
3-3)。 














 <保育者への伝達>においても、3 年間で質的な変化は見られず、3～5 歳児ま
で、介入児は葛藤が発生すると、それを保育者に伝えており、その伝え方に変化
は見られなかった。年齢ごとに、<保育者への伝達>の事例を示す。 
 3 歳児では、<保育者への伝達>が 3 件見られた(事例 3-4)。 




























 4 歳児では、<保育者への伝達>が 1 件のみ見られた(事例 3-5)。 


























 5 歳児では、<保育者への伝達>が 3 件見られた(事例 3-6)。 
事例 3-6 設計図作り場面 5 歳児 201X+2 年 7 月 16 日 ＜リョウヤによる抑
制、注意、保育者への伝達、注意、代弁＞ 「せんせー！」 














































































したところ、3 歳児では 11 件中≪注視のみ≫が 5 件、≪注視後の行動化≫が 6
件見見られた。4 歳児では、6 件中 4 件が≪注視のみ≫、2 件が≪注視後の行動
化≫であった。5 歳児では、15 件中 7 件が、≪注視のみ≫であり、その他の 8 件











 3 歳児では、事例 3-7 で見たように、≪注視後の行動化≫の半数(6 件中 3 件)
においては、<注視>の後に<阻害>していた。その他の 3 件においては<注視>の
後、<声掛け>、<注意>、<代弁>などの間接的・直接的な行動を起こしていた。 












































5 歳児における≪注視後の行動化≫の 8 件中 8 件においては、<注視>をした後
に、〈阻害〉のような解決と関連のない行動ではなく、<声掛け>、<代弁>、<加勢
>、<仲裁>などの間接的直接的な介入をしていた(事例 3-9)。 







































留まることが多かったが、5 歳児では、≪声掛け後の行動化≫が増加した。  
3 歳児では、16 件中 14 件は≪声掛けのみ≫であった(事例 3-10)。その他の 2
件のみで、≪声掛け後の行動化≫が見られ、<声掛け>をしてから、<代弁>・<注
意>などの間接的・直接的な介入を示した。 
事例 3-10 自由遊び片付け場面  3 歳児 201X 年 9 月 14 日 <ヒデキ・ヤスオによる声掛け






















































































































































 3 歳児では、8 件中 7 件においては、非当事者の幼児は、≪保育者への代弁≫
を行っていた(事例 3-14)。1 件のみで、≪他児への代弁≫を行っていた(事例 3-
15)。 
事例 3-14 おやつ場面  3 歳児 201X 年 9 月 14 日 ユカリによる<代弁≪保育




と 4 歳を間違えた」と説明すると、保育者は「3 台と 4 台を間違えたの？」と聞
き返した。すると、ユカリは保育者に「3 歳と 4 歳！あのねリョウヤ君 3 歳やの
に、ユウキ君が 4 歳って間違えたから」と説明した。保育者は「あー、3 歳と 4
歳ね。先生、3 台と 4 台って聞こえた」と言った。保育者がリョウヤ・ユウキに
年齢を尋ねるとリョウヤは「3 歳！」と答えユウキは「ユウ君 4 歳！」と答えた。 
 事例 3-14 では、保育者は当事者の説明を聞き間違えて即座に状況を把握でき
ないため、ユカリがリョウヤの年齢に関する言い間違いが葛藤の原因であるとい
うことを当事者に代わって代弁した。 






































4 歳児では、非当事者の幼児は、6 件中 4 件においては、≪保育者への代弁≫
79 
 
を行っていたが(事例 3-16)、2 件のみで、≪他児への代弁≫をしていた(事例 3-
17)。 





番に指さして、「(ユウキからお茶を受け取ったのが)1 位、2 位、3 位、4 位！」
と言った。ユタカは、自分・コウスケ・ショウコ・タクマを順番に指さして、




















































































































































 3 歳児では、2 件中 2 件全てが≪当事者の実行を伴わない提案≫であった(事例
3-20)。それに対して、4 歳児では、7 件中 3 件においては、≪当事者の実行を伴
う案≫であった(事例 3-21)。その他 4 件では、≪当事者の実行を伴わない案≫で






















































例 8 のように、4 歳児では、介入を受け入れられない場合は、それに対して抵抗
を示し、受け入れられる場合にはそれを実行するというように、介入に対する反
応が高まっているため、介入が成立するようになった。 












事例 3-22 サッカー 201X+2 年 12 月 3 日 5 歳児 ＜タカシによる加勢・保育
者への伝達・代弁・提案・カナタによる提案≪当事者の実行を伴わない提案≫〉 







































































































うな≪なぐさめ・共感を伴う加勢≫は全く見られず、18 件中 18 件全てが≪攻撃
的言動を伴う加勢≫であった。 




























 4、5 歳児の<注意>においては、3 歳児に多く見られた≪制止≫だけではなく、
他児の葛藤場面から状況を理解し、幼児なりに判断して注意を行う≪直接的示唆





22 件中 9 件では、≪直接的示唆≫が見られ、当事者に具体的にどのような行動
をとるべきなのかということを示唆する発言をしたり(事例 3-26)、当事者の行
動の何がいけないのかということを指摘したりしていた(事例 3-27)。 





















































事例 3-30 自由遊び片付け場面 5 歳児 201X＋2 年 9 月 26 日 <オサム・カナ
タによる注意≪直接的示唆≫> 「自分のことばっか考えないで人のことも考え
ないとね」 




















 3 歳児における<加勢>は、18 件中 18 件全てにおいて、味方したくない幼児を
無理矢理引っ張ったり、「どけっ！」と言ったりする等のような≪攻撃的言動を














 5 歳児の<加勢>においては、28 件中 26 件においては、攻撃的な言動を伴った
が、2 件においては、不利な状況に陥っている幼児の心的状態に寄り添い、なぐ
さめたり共感したりして介入をしていた(事例 3-32)。 



























事例 3-33 おやつ席決め場面 3 歳児 201X 年 7 月 13 日 <トウマによる仲裁



















主的な判断に基づく仲裁≫が増加した。4 歳児では、11 件中 3 件が≪保育者の援
助を参照した仲裁≫であったが、残りの 8 件は≪自主的な判断に基づく仲裁≫で




例 3-34、事例 3‐35)。 
































































事例 3-37 電車ごっこ 4 歳児 201X+2 年 1 月 28 日 <コウスケ・レイジによ































ることがあった(事例 3-38、事例 3-39)。 
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第 4 節 総合的考察 








































































(a)〈阻害〉 〈阻害〉は、3 歳児においては見られたが、4、5 歳児では全く見られなくなった。  
(b)〈注視〉 









(d)〈抑制〉 3 年間で質的な変化は見られなかった。  
(e)〈保育者へ
の伝達〉 
3 年間で質的な変化は見られなかった。  
 
(f)〈代弁〉 





































「A.介入の発達的変化」の総括(第 3 章の要約) 
 
 第 3 章の目的は、3、4、5 歳児の年齢別の介入の特徴やその変化を捉えること
によって、幼稚園 3 年間における介入の発達的変化について明らかにするという
ことであった。  





























 「A.介入の発達的変化」 (第 3 章 )では、3、4、5 歳児の介入の特徴やその変化
を捉えることによって、幼稚園 3 年間における介入の発達的変化について明ら
かにした。  




第 4 章 幼児はいかに介入をし始めるのか 
 






























介入することが可能となる時期である (山本 ,2002)。また 3 歳児クラス在籍中に満
4 歳を迎え、複雑な情動に対する気づきが萌芽したり (菊池 ,2006)、目に見えない
他者や自己の心を行動や文脈から推察することで理解する「心の理論」を獲得し


















第 2 節 方法 
１．調査 
 調査協力者、観察時期、調査方法は第 2 章第 1 節のコホート 1 で述べた通りで
ある。  
２．分析 
 分析資料、事例の単位、倫理的配慮については、第 2 章第 2 節で説明した通り
である。  













たりする場合を<状況が変化しやすい (直接的関与による )＞とした。  
 介入行為の変化を捉えるために、学期区分と観察回数を鑑みて、Ⅰ期 (6 月～12
月 ,観察回数 19 回 )と、Ⅱ期 (1 月～3 月，観察回数 19 回 )に分けて分析した。  
心理学を専攻し保育実践の研究を行う大学院生 1 名にコーディングを依頼した
ところ、一致率は 85.8％であった。不一致の箇所は協議の上で決定した。  
 
第 3 節 結果と考察 
対人葛藤場面は全 177 事例観察された。Ⅰ期（6 月－12 月）は 65 事例で、そ
のうち非当事者の幼児が介入したのは 20 事例であった。Ⅱ期（1 月－3 月）は 112



















































































































































































も変化させたりすることがあった。22 例中 11 例で当事

























化させやすかったと言える。 10 例中 6 例で解決へ導い
た。  

























例えば、Ⅰ期では、1 人ないしは 2 人の介入児が葛藤場面を見つめる<注視>の
行為をとった。だが、介入児は、2 事例ともに、葛藤場面の成り行きや保育者に
よる対応を見届けるに留まり、当事者の言動を変化させることはなかった。Ⅱ期
では、9 事例中 5 事例において、複数の幼児が輪になり、当事者を囲んで葛藤場
面を<注視>していた。これは、介入児の葛藤場面への関心の高まりを示唆しては
いるが、その行為自体は当事者の言動を変化させなかった。  




だが、1 事例では、事例 4-1 のように、介入児は、当事者から葛藤場面の経緯を
聞いた後に、<注意>をした。  










































































していた。全 8 事例中 7 事例においては、<代弁>は保育者に対して行われてい











と 4 歳を間違えた」と説明すると、保育者は「3 台と 4 台を間違えたの？」と聞
き返した。すると、ユカリは保育者に「3 歳と 4 歳！あのねリョウヤ君 3 歳やの
に、ユウキ君が 4 歳って間違えたから」と説明した。保育者は「あー、3 歳と 4
歳ね。先生、3 台と 4 台って聞こえた」と言った。保育者がリョウヤ・ユウキに
年齢を尋ねるとリョウヤは「3 歳！」と答えユウキは「ユウ君 4 歳！」と答えた。 































例えば、介入児が当事者の言動を<注意>していた 22 事例中 13 事例では、保育
者が介入せず、介入児のみでなされていた。また、<注意>の結果、20 事例中 8 事
例においては、介入児が当事者のとった言動を注意しても、当事者はそれに対し
て何の反応も示さなかったり、その言動をやめなかったりした。だが、その他の
12 事例中 11 事例において、介入児の<注意>によって、当事者は欲求や主張を変
えてはいないが、その言動を中断し、他の行動に移っていた。残り 1 事例におい
ては、当事者はその言動を中断させるだけではなく、相手に譲ることもあった。  

































 一方の幼児のみに有利な言動がとられる<加勢>は、18 事例中 7 事例では、保
育者は介入せず、介入児のみでなされていた。18 事例中 7 事例では、当事者が反
応せず、葛藤状況が変化したとは言い難い。他の 11 事例では、加勢された幼児に
とって有利な方向へと状況が変化していた。  

































































第 4 節 総合的考察 















「もたらさない」、「変化しやすい (間接的関与による )、「変化しやすい (直接的関与








































































第 5 章 介入の連携とその発達 
 
 第 4 章では、幼稚園 3 歳児がいかに介入し、その介入が葛藤の状況変化にいか
に貢献するのかということを検討することで、幼児はいかに介入し始めるのかと
いうことを明らかにした。 




第 1 節 問題と目的 











形態の発達を分析しており、【1．幼児間での応答成立 (2 歳児後半以降 )】、【2.幼児
2 者間会話への参与 (3 歳以降 )】、【3.幼児 3 者間の会話の芽生え：媒介物あり (4 歳
以降 )】、【4．幼児 3 者間会話の成立：媒介物なし (5 歳以降 )】、【5．集団内会話の





































































































































 分析については、分析資料、事例の単位、倫理的配慮については、第 2 章第 2








<過程 2>次に、過程 1 で抽出した対人葛藤場面の事例から、非当事者の幼児によ
る介入が見られた事例に注目した。<過程 3>過程 2 の事例の中で、1 つの対人葛
藤場面において、複数の幼児による介入が見られた事例に着目した。<過程 4>過













第 3 節 結果と考察 
対象事例の抽出の過程とその結果を表 5-1 に示す。 
 
以下は、過程 4 で抽出された、保育者が介入せず、複数の幼児の介入が見られ
た事例について論じる。すなわち、3 歳児 12 例、4 歳児 21 例、5 歳児 24 例の計

































































りした。筆者と保育の経験があり保育実践の研究を行う大学院生 1 名の計 2 名で
介入の型についてコーディングを行った。コーディングの信頼性を確認するため


































 「分散型」は、3 歳児においては、全体の 7 割近くも見られるのに対して、4 歳
児では、1 割未満に減少している。5 歳児では、4 割程度生じ、4 歳児よりも多い
が、3 歳児に比べると少ない。  
(2)同調型 
 「同調型」は、3 歳児では、3 割程度しか見られないのに対して、4 歳児では、
7 割近くも見られるようになり、3 歳児よりも多い。だが、5 歳児になると、3 割
程度になる。  
複 数 の 幼









































例）A が「B ちゃんが C ちゃんを叩いたんだ




















 3 歳児では、協応型は全く見られなかったが、4 歳児では、2 割程度は見られ始
めるようになる。5 歳児になると、4 割程度見られるようになり、4 歳児よりも多
く生起するようになった。  










































































例 5-2 のように、最初に介入した幼児の言動を復唱するに留まることも多かった。 

















































































と異なる意見を出せることもあった (事例 5-4)。  































し、その上で互いに意見を交わし合うこともあった (事例 5-5)。  







































































































































































(事例 5-8)。  

















































































































































 第 5 章の要約  
 



























第 6 章 幼児は何故介入を試み続けるのか： 
「解決」に至らない事例に着目して 
 
 第 5 章では、幼児同士がいかに連携して介入するようになるのかということを
検討することで、介入の形成過程を明らかにした。 




第 1 節 問題と目的  





すようになると推測される 5 歳児の介入の様相について検討したい。  



































第 2 節 方法 
１．調査 





























 5 歳児では、対人葛藤場面は全部で 164 事例見られた。そのうち 80 事例にお
いて非当事者の幼児が介入した。  
 対人葛藤場面の終結の仕方については、全 164 事例中解決に至ったのは 8 事例




 8 事例中 6 事例においては、当事者の一方が譲ったり、互いに納得できるよう
な案を出したり、双方が納得することで葛藤が解決した。残り 2 事例においては、
葛藤の原因を作った方の幼児が相手に謝罪することで葛藤が解決に至った。  









































































































前に起きた事例 6-２ -(1)で相手にされたことを納得しきれないために生じた。  
























































 5 歳児では、事例 6-3 のように、いざこざが激化したり、長引いたりした場合
には、介入児は当事者と何度もやり取りを重ね、様々な働きかけをして何とか当
事者を説得しようとしていた。  
























































































































































































































 (5)3 年間同一集団で過ごした「かかわりの歴史」 
 第五に、介入児は当事者が葛藤の原因を作っていても、一旦はそれを指摘して
も、それ以上その幼児を責め続けずに、その当事者の意見を受け入れることがあ































































第 6 章の要約  
 





































る意識も希薄であった。故に、3 歳児では、介入は連携しにくかった。  




































 第 4～6 章においては、幼児の介入がいかに萌芽し、発達していくのかという
ことを検討することによって、幼児の介入がいかに形成されていくのかというこ
とを明らかにした。 





第 7 章 ある幼児の 3 年間における社会的調整： 
「喧嘩するけど仲良し」の友だちとの関係を中心に  
 























る(高濱・無藤,1997；横山・長谷川・竹内・掘越,2012)。3 年保育実施の園の 4 歳




































































































































































































児との対人葛藤事例 52 事例中 20 事例がユリとの間で生起した。また、チヅルと



















第 2 節 方法 
１．調査方法 
 調査協力者、観察時期、調査方法は、第 2 章第 1 節のコホート 1 で述べた通り


























































































 本章の分析対象児はチヅルとユリとした。チヅルは、第 3 章の個別の介入件数
で考察したように、3 歳児クラス合併以降観察した 1－b 組に在籍した園児の中





































Ⅰ期(3 歳児)、Ⅱ期(4 歳児)、Ⅲ期(5 歳児 4 月～9 月)、Ⅳ期(5 歳児 10 月～3 月)
の 4つの期に分類した。チヅルとユリの対人葛藤の変容については表 7-1に示す。















































0 1 2 ２-３ 
3 
(0) 
計 4 14 2  20 

























































1 2 4 0 7 
計  7 12 13 4 36 







(1)Ⅰ期(3 歳児)   
保育者は全事例で介入しており、チヅルは、4 つの仲直り・調整方略を同程度






(2)Ⅱ期(4 歳児)   
保育者は全事例のおよそ半数で介入していた。仲直り・調整方略については、Ⅰ
期よりも<主張型>が増加した。Ⅱ期では、「<解離>-<葛藤>-<離散>」が少数しか見





















２．「喧嘩するけど仲良し」関係の未形成期(Ⅰ期)   







①周囲の状況   






































③友だちの候補としてのユリ   
ユリもチヅルと同様に、クラスの状況に乗り遅れてはいるが、セイたちに憧れ
ていたであろう。チヅルとユリは合併前から同じクラスに属していた。このクラ








保育者の談話 7-2：(3 歳児クラスの担任教諭 A) 




























 事例 7-2 のように、保育者が積極的な援助を控えると、葛藤は激化し「物別れ」
になり、チヅルは自ら社会的調整を図ることは難しかった。 























































(2)背景   






































































































































































チヅルがユリに譲歩し自ら関係修復するようになった (事例 7-８ )。  























































事例 7-10 ショー/Ⅱ期/201X+1 年 6 月 10 日 「 3 歳児さんにプリキュアショー」  
 チヅル・ユリ・マミ・リエコは自分で作ったプリキュアの衣装をまとい、横一










































































































事例 7-13 自由遊び/Ⅲ期/201X+2 年 6 月 5 日/「自由じゃないのよっ」 
 ハジメ・ショウコ・ユミコ・トシエ・ミチルは楽しそうに保育者を追う。チヅ
ルもハジメたちと保育者を追おうとすると、ユリは「走らないでっ」と言った。
























関係を維持できるようにしていた。   





































 事例 7-16 では、チヅルはリクと対立し、二人の間に緊張感が漂うが、ダンスを
踊り、歌い始めたことでこの緊張感を和らげ、葛藤を切り抜ける。  





③ユリの他児との関係調整   
チヅルは、Ⅲ期では、ユリが他児と起こす葛藤に頻繁に介入した。チヅルがⅢ
期で介入した 8 事例中 7 事例は、ユリが他児と起こした対人葛藤場面であった。







類であったが、Ⅲ期では、8 事例中 4 事例において複数の種類の介入が見られ、
チヅルはⅢ期では様々な介入を組み合わせて介入していることが示された。また、
介入の回数についても、Ⅲ期では、4 事例中 3 事例が 1 回、1 事例のみが 3 回であ












































































































































 事例 7-19 では、ユリがチヅルにぶつかると、二人は互いに相手を気遣うような
声掛けをして和解している。その後は、二人は別々に行動する。  

























 事例 7-20 では、チヅルは他児に積極的に働きかけてショーの準備や進行を積
極的にリードしており、ショーを目一杯楽しんでいる。ユリも途中で加わるが、
客席の後ろで踊っており、チヅルとは距離があった。 





























































期 事例 種類 種類数 回数 当事者 
Ⅰ
期 
1 <注視> 1 1 ユリ・ハジメ 
2 <注視> 1 1 マイコ・セイ・ナオミ 
3 <仲裁> 1 1 ソウタ・ユミコ 
4 <注視> 1 1 コウスケ・ユミコ 
5 <注視> 1 1 ソウタ・カナタ 
6 <声掛け> 1 1 ナリヒロ・タクマ 
7 <仲裁> 1 1 ソウタ・トウマ 
Ⅱ
期 
1 <仲裁> 1 3 ユリ・マユミ 
2 <注意> 1 1 ユカリ・リエコ 
3 <仲裁> 1 1 ヤスオ・ナリヒロ 
4 <注視> 1 1 リョウヤ・フブキ 
Ⅲ
期 
1 <伝達>・<代弁> 2 3 ユリ・ユミコ 
2 <加勢>・<仲裁>・<注意> 3 9 リョウヤ・ユリ 
3 <注意> 1 1 ユリ・ユカリ 
4 <注視> 1 1 タカシ・カナタ 
5 <注意> 1 3 ユリ・マユミ 
6 <注視>・<仲裁> 2 2 ユカリ・ユリ 
7 <注視> 1 1 ユリ・マユミ 
8 <仲裁>・<代弁>・<注意> 3 6 ユカリ・ユリ 
Ⅳ
期 
1 <仲裁> 1 1 リエコ・ヒデキ 
2 <注視>・<加勢> 2 3 リエコ・コウスケ 
3 <注視> 1 5 ユリ・ショウコ 
4 <仲裁>・<代弁>・<注意> 3 2 ユリ・ショウコ 




第 4 節 総合的考察 
１．社会的調整と園での自己発揮 
 本章では、チヅルの｢個｣としての社会的経験を追うことによって、幼児の社会



































































期の特徴 ユリとの関係  
社会的調整の発達 
自己発揮 




囲 の 園 児
が 仲 間 関
係を発展さ
せる中で、













































係 が 友 達










































































































か し 仲 間 関
係を進展させ











様 々 な 園
児と遊ぶよ
う に な り 、































































































































































































































第 8 章  ある 4 歳児の当事者及び非当事者としての対人葛藤経験  
 
 第 7 章では、ある女児の幼稚園 3 年間の当事者及び非当事者としての対人葛藤
経験の個人誌」を分析することで、幼児の介入の発達を支える社会的関係や環
境、他の面での社会性の発達や、幼児が介入することの動機付けについて明らか





第 1 節 問題と目的 




















第 2 節 方 法 
１．調査 




りである。そのうち、201Y 年 6 月～12 月までのテイタの焦点を当てた調査を行
った。  
2．分析 






















たのは、13 事例であり、非当事者として他児の対人葛藤場面に介入したのは 3 事
例であった。  
 (1)テイタの当事者としての対人葛藤経験  
 テイタは、自分自身が頻繁に葛藤を引き起こしていた。テイタによる対人葛藤
場面の事例を以下に示す。  


























































































































































声や身振りで反応していた（事例 8-5）  















ばしばちょっかいを出していた (事例 8－1)。  








































事例 8-7 自由遊び場面 201Y 年 11 月 2 日 「いじめっ子なんだよ」 
 テイタはナナに近づき、ナナの髪の毛を引っ張った。ナナはテイタを指さしな



















































































第 8 章の要約  
 






































































































第 2 節 方法 
１．調査 
 調査協力者、観察時期、調査方法は第 2 章第 1 節のコホート 1 で述べた通りで
ある。  
２．分析 
 分析資料、事例の単位、分析方法、倫理的配慮については、第 2 章第 2 節で説
明した通りである。 
 
第 3 節 結果と考察 
１．保育者の援助の全体的傾向 
 3 歳児の対人葛藤場面は全 177 事例観察され、そのうち 96 事例において保育
者が介入した。  
 保育者の援助の種類と発生件数は、表 9‐1 のようになった。筆者と心理学を














保育者の援助カテゴリー  内容  
発生
件数  
注意・助言  当事者に注意や助言を行う  38 
傾聴  当事者の話を聞き、受容する  26 
片付け・準備・用事の依頼  当事者に片付けや準備・用事を依頼する  15 
仲裁  当事者同士の関係をとりなす行動を示す  14 
諭し  当事者の行動がよくないことを教える、諭す  10 




提案  当事者に具体的な案を提示する  04 
声掛け  当事者に素朴な声掛けをする  03 
抑制  当事者の言動を抑える  02 









 保育者は、3 歳児の対人葛藤場面に対して、1 学期では、事例 9-1 のように、葛
藤で生じた幼児の不安や混乱を受けとめつつ、葛藤が解決への向かうような方法
を具体的に示しながら援助していた。  













が )先だもんね」と話しかけると、マユミは「そうだよね」と言って頷く。  
保育者は、リエコが泣いているのに気付いて、リエコに近づいて「どうしたん？
リエコちゃん、どうしたん？」と尋ねる。リエコは保育者の声掛けに応じず泣き
続ける。ナオミは、保育者に「 (リエコより )ナオミの方が (ロッカーを開けるのが )
先！」と説明する。保育者は、ナオミに「違うの」と諭し、ナオミの体を優しく
抱えて、ナオミをナオミのロッカーの前に立たせ「 (ナオミのロッカーは )ここや、

















































































































































































































め、保育者はおやつを開始するが、「テニス (教室 )一緒だから、 (ヒデキの )横でも
いいよ」と伝えるナオミの発言をとりあげて、保育者は「一緒に座ろうって、ナ
オミちゃんが」とヒデキを誘う。  


































































































 (1)担任保育者の保育観の反映  
 担任保育者は、3 歳児の対人葛藤場面への援助で心掛けていたこととして、以
下のように語っていた。 




























り、3 歳児クラスの園児一人一人と信頼関係を築くことを挙げていた。  

































さらに、保育者は 3 学期の目標としては、以下のように語っており、4 歳児進
級を見据えて、クラスの園児にルーティンの理解や、気持ちの切り替えをするよ
うに指導することもあった。  



























































































































































第 10 章 見守る援助と積極的援助の比較 
 














































第 2 節 方法 
１．調査 
 (1)コホート 1 
 調査協力者、観察時期、調査方法は、第 2 章第 1 節のコホート 1 で説明した通
りである。 
 (2)コホート 2 
 調査協力者、観察時期、調査方法は、第 2 章第 1 節のコホート 2 で説明した通
りである。 
２．分析 
































































 コホート 1 の 4 歳児では、コホート１の 3 歳児よりも、保育者のみの介入が
33.3％から 12.9％に減少し、幼児による介入が 12.8％から 23.3％に増加した。
これは、これは、コホート１の 4 歳児クラスの担任保育者が「見守る援助」を重
視していたため、保育者があえて積極的に援助することを控え、幼児たちが自分
























































































































  ②自ら考えさせ実行させる援助 
また、4 歳児クラスの保育者は、時には幼児同士の葛藤場面に対して積極的に
















































































































































































 コホート 2 の 4 歳児クラスにおいては、対人葛藤場面全 48 事例中、23 事例に
おいて保育者が援助していた。そのうち保育者のみが援助した事例は 13 事例、
保育者が非当事者の幼児と共に介入した事例が 10 事例であった。 
 (2)保育者はいかに「積極的援助」を行っていたのか 


























































































































































































緒に成長していきたい」ということを挙げている。対象クラスは、 2 年保育の 4












































































































第 10 章の要約  
  





















第 11 章 話し合いを促す援助 
 




第 1 節 問題と目的 




 3 歳児から 5 歳児にかけて、園での集団生活が始まることもあり、幼児の語彙
は増大し、形式面でも語用論的な面でも言語発達が進んでいく (杉山 ,2009)。幼児
同士の会話や相互作用について検討した研究を以下に挙げる。例えば、秦野 (2001)
は、5 歳児 3 人組の「お誕生日」ごっこの会話の分析を行っている。その結果、














































































第 2 節 方法 
１．調査 
 調査協力者、観察時期、調査方法については、第 2 章第 1 節のコホート 1 で説
明した通りである。 
２．分析 
 分析資料、事例の単位、分析方法、倫理的配慮については、第 2 章第 2 節で述
べた通りである。 
 
第 3 節 結果と考察 
















保育者の援助カテゴリー  内容  
発生  
件数  
状況の把握  保育者が状況を観察し把握する  03 
状況・原因を尋ねる  幼児に葛藤状況や原因を聞く  15 
気持ちの受けとめ・共感  幼児の気持ちを受けとめて、共感する  07 
自分自身の行動を振り返ら
せる  




相手の気持ちに気付かせる  相手の気持ちに気付かせるように促す  03 







謝罪・仲直りの提案  謝罪や仲直りをするように促す  02 


































































































































































































 また、事例 11-4 のように、葛藤の経緯が複雑な場合には、保育者は、クラスの
園児にその葛藤を「相談」として持ちかけ、当事者に説明を促して、話を整理し
た上で、他児に提案を促し、クラス全体での話し合いが行われていた。  





















































































































































































































































  (4)当事者の情動の沈静化・葛藤場面の内省 
























































第 11 章の要約  
  



































































































































響」の 4 つに分けて整理し、各々の意義を述べた上で、総合的考察を行う。  
 
第 1 節 各章の総括 
1．「A.介入の発達的変化」の知見のまとめ 
 (1)第 3 章の知見のまとめ 
 「A.介入の発達的変化」(第 3 章)では、介入のカテゴリーや事例の解釈的分析









































 (1)第 4 章の知見のまとめ 










 (2)第 5 章の知見のまとめ 






































































試み続けるのかという 3 つの観点から分析を行うことで、幼児の介入が幼稚園 3
年間でいかに萌芽し、発達するのかということを検討することで、幼児の介入の
形成過程を丹念に描き出すことができた点で意義があると言える。  















 (1)第 7 章の知見のまとめ 


























 (2)第 8 章の知見のまとめ 




























 (1)第 9 章の知見のまとめ 








(2)第 10 章の知見のまとめ 
第 10 章では、幼稚園 4 歳児 2 クラスの保育者の援助を比較し、各々の保育者
が幼児の対人葛藤場面に対していかに援助し、それが幼児の介入にいかに影響を




















 (3)第 11 章の知見のまとめ 









































第 2 節 本研究の成果と意義 
 以上を踏まえ、本研究全体を通して得られた成果と意義を以下に記す。本研究




































 「A．介入の発達的変化」（第 3 章）では、3、4、5 歳児の介入の特徴やその変化
について検討し、「B．介入の形成過程」(第 4 章～第 6 章)においては、幼稚園 3
年間で幼児の介入がいかに萌芽し、発達していくのかということを明らかにした。
その上で、「C. 対人葛藤経験の個人誌」（第 7 章・第 8 章）では、高度な介入を示
すようになった幼児の対人葛藤経験の個人誌を分析することによって、幼児の介






















































































付けとしては、以下の 5 点が挙げられる。 









 (1)園への環境移行に伴う他児への関心・関与や保育者の援助への関心  


















































































取れる経験であったとも考えられる(第 6 章)。 
 (5)自己アピール・存在意義 
最後に、「対人葛藤場面の個人誌」から、幼児が何故介入するのかについて検討















































































3 歳児  
4 歳児  
5 歳児  








































































































































































































































 さらに、OECD Education 2030 においては、「2030 年に向けた学習取り組み」
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                         2020 年 2 月末日  
 松原 未季 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料．3歳児の対人葛藤場面の状況（日付・エピソード・非当事者の幼児による介入・保育者による介入・結果）









3 6月29日 リョウヤがヤスオの制服を引っ張ると、ヤスオは抵抗してリョウヤの手を離そうとした。 ユカリによる双方への注意 なし ヤスオ有利
4 6月29日 リョウヤは緑の椅子に座っているトウマを引っ張ると、トウマは抵抗して椅子から離れなかった。 レイジによる仲裁 リョウヤに傾聴 解決
5 7月13日 レイジはブロックを倒し、ブロックの上にあった玩具がカナタに当たると、カナタはレイジをにらんで離れた。 なし なし 解消
6 7月13日 ヒデキがブロックを高く積み上げたのをユカリが注意すると、ヒデキがユカリを叩き、叩きあいになった。 なし ヒデキに傾聴・注意 ユカリ有利
7 7月13日 トウマはカナタを積み木で殴ると、カナタは困惑した表情を浮かべてトウマから離れた。 レイジによるトウマへの注意 なし 解消








10 7月13日 ヒデキはリョウヤが持っているオレンジ色の椅子を引っ張って取ろうとするとリョウヤは引っ張り返した。 トウマによる仲裁 ヒデキに提案 解決
11 9月12日 ハジメはリョウヤを叩き、叩きあいになった。 ユカリによる双方への注意 なし 解消








14 9月14日 ユウキがリョウヤの年齢を誤って言うと、リョウヤは怒って言い返した。 ユカリによる代弁 ユウキに傾聴 解消
15 9月14日 タカシはレイジがロッカーから荷物を出すのを阻止すると、レイジは「どっけー」と言ってタカシをどかした。 なし なし レイジ有利
16 9月21日 リョウヤはうがいをしているマユミの頭を押さえると、マユミは「やめて」と言った。 なし なし 解消
17 9月21日 レイジがタカシを叩き、叩きあいになった。 なし なし 解消





20 10月5日 ヒデキは、トシエからブロックを取って、「お前下手くそやねん」と言うとトシエは困惑した表情を浮かべた。 なし なし 解消
21 10月5日 リョウヤは自分の隣の席にリエコが座ろうとするのを阻止するとリエコは佇んで困惑した表情を浮かべた。 ナオミによる仲裁 なし リョウヤ有利
22 10月17日 ユタカは、積み木を伝い歩きしながら、コウスケを叩くと、コウスケは叩き返した。 なし なし 解消
23 10月17日 ユタカは、積み木を伝い歩きしながら、ユウキを叩くと、ユウキはそれを保育者に訴えた。 なし ユウキに助言 ユタカ有利





26 10月17日 リョウヤはユカリにマットのたたみ方をめぐって、言い合いをした。 なし なし ユカリ有利
27 10月17日 レイジとハジメは押し合いになった。 トシエによる注視・阻害 双方に傾聴・注意 解決
28 10月17日 コウスケが、ユカリがナオミのためにとっていた席に座ろうとすると、ユカリはコウスケを押して阻止した。 なし なし ユカリ有利
29 10月30日 リョウヤが、ユカリが保育者のためにとっていた席に座ろうとすると、ユカリはリョウヤを押して阻止した。 なし ユカリに注意 リョウヤ有利




























37 11月26日 マユミはユカリの工作を取って、自分の箱に入れようとするとユカリは怒って「触らないで」と言った。 なし 双方に片付けを促す 解消
38 11月26日 ユカリはセイが家から持ってきた袋を拾って使おうとすると、セイは「これ私の」と言って取り返そうとした。 なし セイに諭す ユカリ有利
39 11月26日 ユウキはドアの傍に立っているハジメを後ろから押そうとするとハジメは「やめて」と言って押し返した。 レイジによるハジメに注意 なし 解消
40 11月26日 ユウキ・ユリがマットをレイジと一緒にマットを運ぼうとすると、レイジは拒んで、一人で運ぼうとした。 なし ユウキ・ユリに助言 ユウキ・ユリ有利
41 11月26日 セイはユカリがとっていた席に座ろうとすると、ユカリは怒って自分の席であると主張した。 なし 仲裁 解決
42 12月3日 ユウキはハジメを押しのけて、ハジメの前のセロテープを使おうとして、押し合いになった。 なし なし 解消
43 12月3日 ヤスオはユウキとハジメの間に割り込んでセロテープを使おうとすると、ハジメはヤスオを押した。 なし なし 解消
44 12月3日 トウマは、工作をしているリョウコを押しのけて、何をしているのか見ようとするとリョウコはトウマを押した。 なし トウマに傾聴 解消







47 12月3日 トウマはオサムのタオルを勝手に使うと、オサムは保育者にそれを訴えた。 なし オサムに加勢 解消
48 12月3日 ユカリがリョウヤと一緒にマットを運ぼうとすると、リョウヤはユカリの手を振り払った。 なし なし リョウヤ有利
49 12月3日 ハジメが、ユカリがリョウヤのためにとっていた席に座ろうとすると、ユカリはそれを拒んだ。 なし なし ユカリ有利
50 12月3日 ユリが、ユカリがリョウヤのためにとっていた席に座ろうとすると、ユカリは「ダメ」と言って拒んだ。 ハジメによるユリへの注意 なし 解決




52 12月17日 セイはナオミが面子を床に落とすと、「ナオミちゃんは落としたらダメ」と言った。 なし 双方に片づけを促す 解消
53 12月17日 ソウタは、ユカリがリョウヤのエプロンのボタンを留めるのを阻止すると、ユカリはソウタをどかそうとした。 なし ソウタに注意 ユカリ有利
54 12月18日 ヒデキはユウキの膝の上に乗って、ユウキの席を取ろうとすると、ユウキはヒデキをどかそうとした。 カナタによるヒデキへの注意 なし ユウキ有利
55 12月18日 ミチルがおやつを持っているユリを押すと、ユリは「ダーメ」と言った。 なし なし 解消
56 12月18日 ソウタが、ユウキが座っていた席に座ると、ユウキはソウタを押しのけた。 なし なし ユウキ有利
57 12月18日 ソウタが隣に座っているヤスオに殴る素振りをすると、ヤスオは怯えた表情をした。 なし ソウタに注意 ヤスオ有利
58 12月18日 ソウタは紙袋を頭に被っているハジメを叩くと、ハジメは「破ったらあかん」と言った。 なし なし 解消
59 12月18日 ハジメはタカシの紙袋を引っ張ると、タカシは引っ張り返した。 ヤスオによるハジメへの注意 ハジメへの注意 タカシ有利
60 12月18日 ハジメは自分の紙袋をソウタに押し付けると、ソウタは「やーめて」と言った。 なし なし ソウタ有利
61 12月18日 ハジメは荷物整理をしているタカシにからみつき、叩きあいになった。 なし なし 解消
62 12月18日 ユリはマユミを叩き、叩きあい、言い合いになった。 なし 双方に注意 解消
63 12月18日 ソウタはカナタを追い回して叩くと、カナタは「やーめて」と言った。 トウマによるソウタの行動を抑制 なし 解消
64 12月18日 ソウタがヒデキを蹴ったため、ヒデキはこけて顔を歪めた。 カナタによるソウタへの抑制 ソウタに注意 ヒデキ有利
65 12月18日 タカシがレイジの隣に座ろうとすると、レイジは「あかんで」と言って拒んだ。 なし なし レイジ有利




67 1月16日 ヒデキはリョウヤのためにとっていた席にトウマが座ろうとすると、席に足を置いて、トウマを叩いた。 カナタによるヒデキへの加勢 なし ヒデキ有利
68 1月16日 ヒデキはリョウヤのためにとっていた席にソウタが座ろうとすると、ソウタを押して、叩きあいになった。 なし ソウタに注意 ヒデキ有利
69 1月17日 ソウタはユタカを追い回すと、ユタカは「やーめて」と言った。 なし なし 解消
70 1月17日 ナリヒロはソウタが砂で作った誕生日ケーキを足で踏むと、ソウタは泣きそうな表情を浮かべた。 なし 仲裁 解決





73 1月17日 ソウタはユウキを叩き、叩きあいになった。 なし なし 解消




75 1月24日 ヒデキはコウスケがおやつを食べないことを指摘し、コウスケを叩くと、コウスケは叩き返した。 なし なし 解消
76 1月24日 ソウタはオサムが座っていた席に座ると、オサムは「ここオサムだった」と主張した。 なし なし オサム有利
77 1月24日 ソウタはコウスケが座っていた席に座ると、コウスケは「僕座ってたの」と言った。 なし コウスケに諭す コウスケ有利


























85 1月29日 ソウタがジャンプして取ろうとしていた絵をユリが引っ張って取ろうとするとソウタは「ダメ」と言った。 なし なし ソウタ有利
86 1月29日 ソウタはユリに抱きついてユリが絵を取ろうとするのを阻止すると、ユリは「イヤーッ」と言った。 リエコによるソウタへの加勢 なし ソウタ有利
87 1月29日 ユリ・ハジメはコップを片付けようとしてぶつかり合い、ハジメはユリの髪の毛を引っ張った。 オサム・チヅルによる注視 双方を諭して、助言 解決
88 1月29日 ユタカが使っていた砂場のスペースをチヅルが使用しようとすると、ユタカは自分の場所であると主張した。 なし 仲裁 解決
89 1月29日 タカシが、リョウヤがかぶっていた帽子を脱がそうとすると、リョウヤはそれを保育者に訴えた。 なし 双方に注意 解消
90 1月29日 流しそうめんごっこで、リョウヤが水を流そうとすると、オサムは「水やったらダメ」と言った。 なし なし リョウマ有利
91 1月29日 ソウタはリョウヤが使っていたじょうろを使おうとするとリョウヤは自分のじょうろであると主張した。 ユカリによるソウタへの加勢 なし ソウタ有利
92 1月29日 ソウタは片づけをせず、砂場で砂をタカシにかけて、タカシをこけさせると、タカシは顔を歪めた。 なし なし 解消
93 1月29日 ヒデキはヤスオに向かって「うるせー」と言って、囃し立てると、ヤスオは眉をひそめた。 ユウキによるヒデキへの加勢 ヒデキ・ユウキに注意 ヒデキ有利
94 1月29日 ソウタはユリのお弁当の席を取ろうとすると、ユリは「ヤーッ」と言って、拒んだ。 ヒデキによるソウタに注意 なし ユリ有利
95 1月31日 リョウコはユウキがとっていた席に座ろうとすると、ユウキはリョウコを押しのけようとした。 なし なし リョウコ有利




97 1月31日 ソウタはユカリの膝の上に乗って、ユカリの席を取ろうとすると、ユカリはソウタを手で振り払おうとした。 なし なし ユカリ有利
98 1月31日 ソウタがヒデキの鉄砲の工作を取ると、ヒデキはそのことを発表場面で保育者に訴えた。 なし ヒデキに傾聴 解決
99 2月4日 ハジメは隣の席に座っているハルナの膝の上に足を置き、ハルナは不快な表情を浮かべた。 なし なし 解消
100 2月4日 ユウキがハジメにぶつかると、ハジメはユウキに「こらっ！」と言って、ユウキを椅子で押した。 なし なし 解消







103 2月5日 ソウタは5歳児の保育室前に行って5歳児に包丁を振り回したため、5歳児は保育者にそれを伝えた。 なし ソウタに諭して、注意 5歳児有利
104 2月5日 リョウコは自分が取っていた席にトウマが座ろうとするのを拒んだ。 なし なし リョウコ有利

































112 2月15日 オサムは、自分の工作をレイジが使っていたことを怒ったが、レイジは「変なの」と言い返した。 カナタによるレイジへの加勢 なし レイジ有利







115 2月19日 レイジがユカリにぶつかると、叩きあいになった。 なし なし 解消
116 2月19日 ハジメはユウキを通せんぼすると、ユウキはハジメを押しのけて無理やり通ろうとした。 なし なし ユウキ有利








119 2月19日 トウマはソウタが紙で作ったチーズを積み木の隙間に移動させようとするとソウタは拒んだ。 なし なし ソウタ有利





122 2月19日 ソウタはヒデキにぶつかると、ヒデキは「やめて！」と言った。 なし なし 解消
123 2月19日 ソウタはリョウヤに新聞を投げるとリョウヤは「なんちゅうことをすんねん」と言った。 なし なし 解消





126 2月19日 リョウヤが布団を使おうとすると、ユミコは「ここに置いとかないと」と言って拒んだ。 なし 仲裁 解決









129 2月19日 ソウタは走り回ってユウキにぶつかり、ユウキは「痛っ！」と言った。 なし なし 解消










134 2月22日 ソウタが上って遊んでいる積み木をユカリが運ぼうとすると、ソウタはそれを拒んだ。 なし ソウタに片づけを促す ソウタ有利
135 2月22日 ソウタがカナタが片付けている積み木に上ると、カナタは「やめて」と言った。 なし カナタに傾聴・ソウタに加勢 ソウタ有利
136 2月22日 ソウタがユカリが片付けようとするセロテープを取ろうとすると、ユカリはソウタをたたいた。 なし ソウタに諭して注意 ユカリ有利





139 2月26日 ソウタがトレイに皿を片付けるのをハジメが手伝おうとすると、ソウタはハジメの手を振り払った。 5歳児による双方への注意 なし ソウタ有利
140 2月26日 ソウタがコウスケの屏風に息を吹きかけると、コウスケは眉をひそめた。 なし ソウタに諭して注意 コウスケ有利
141 2月26日 コウスケが使っている布きんをリョウコが借りようとすると、コウスケは「いやだー」と言った。 なし コウスケに諭して注意 コウスケ有利





144 2月26日 ユウキがヒデキの弁当箱を落とすと、ヒデキは「もうやーめて」と言った。 タクマによる声掛け なし ヒデキ有利
145 2月27日 トウマが積み木をどけるとコウスケは「ダメ」と言った。 なし なし 解消
146 2月27日 コウスケが積み木を移動させようとすると積み木がカナタにあたり、カナタはそれを保育者に訴えた。 なし カナタに傾聴 コウスケ有利









150 2月27日 ソウタが積み木を移動させると、トウマは「ちがうんだ」と言って拒んだ。 なし なし ソウタ有利
151 2月27日 トウマがソウタが作ったチーズを床にばらまくと、ソウタは「やーめて」と言った。 なし なし ソウタ有利　
152 2月27日 コウスケが犬小屋から出ようとすると、カナタはそれを拒んで「出たらあかん」と言った。 トウマによるコウスケへの注意 なし 解消
153 2月27日 ショウコ・ミチルはユミコに「バカ」と言い、ユミコはそれを保育者に訴えた。 なし ミチルに傾聴・注意 解消













157 2月27日 ソウタは帰りの支度をせずクルクル回っていると手がユリにぶつかり、ユリは泣き出した。 なし ソウタに傾聴 解消





160 3月4日 ユタカが持っているラジカセをリョウヤが引っ張り、ユタカは引っ張り返して抵抗した。 ユカリによるリョウヤへの注意 なし 解決
161 3月4日 トウマはレイジが座っていた席に座ると、レイジは「さっきここじゃなかった」と主張した。 ソウタによるトウマへの注意 トウマへの注意 レイジ有利
162 3月4日 ソウタは帰りの支度をせずコップ袋をトウマに振り回すと、トウマは「やめてよ」と言った。 なし 双方に注意 解消
























170 3月6日 ハジメがヒデキにぶつかり、ヒデキが「当たった」と言うと、ハジメはヒデキの頬を強くつねった。 なし ハジメを抑制・傾聴・仲裁 解決










173 3月12日 ソウタが、マユミが積み木を片付けるのを阻止すると、マユミは積み木をソウタに押し付けた。 なし なし 解消
174 3月12日 ソウタがユカリにぶつかると。ユカリは「痛いっ」と言った。 なし ソウタに注意 解決
175 3月12日 ソウタが、オサムが持ってきた積み木を取ると、オサムは「僕が持ってた」と主張した。 なし なし ソウタ有利









日付 エピソード 非当事者の幼児による介入 保育者による介入 結果














4 4月22日 マユミが竿で水をかき混ぜているとカナタに水がかかり、カナタは「濡れてんねん、いやっ」と言った。 なし なし 解消
5 4月22日 リョウヤがハジメの桶の水を「これ毒水なの？」と聞くと、ハジメは怒って「違うっ」と言った。 なし なし ハジメ有利
6 4月22日 カナタ・ユタカが桶の水を足すと、タクマは「（水を足したら）ダメッ」と言って抵抗した。 レイジによる注視 なし カナタ・ユタカ有利
7 4月22日 リョウヤがレイジに牛乳パックをくれるように頼むと、レイジはきつい口調で「ダメッ」と言って拒んだ。 なし なし レイジ有利
8 4月22日 カナタの横にあったペットボトルをヒデキが蹴って、水がこぼれると、カナタは、「やーめてっ」と言った。 なし なし カナタ有利





11 4月22日 ハジメ・リョウヤがかき混ぜた水がカナタにかかると、カナタは「やーめて。嫌い」と言って怒った。 レイジによる声掛け なし カナタ有利





14 4月26日 ユウキがカナタ・タクマの机に置かれた折り紙を取ろうとすると、カナタ・タクマは「取ったらダメッ」と言った。 なし なし カナタ・タクマ有利

























21 4月26日 ミチル・ハジメは尻尾取りでコウスケが戸棚に隠した尻尾を引っ張り合いになる。 なし なし 解消








24 5月20日 コウスケがレイジの隣に座ろうとすると、レイジはコウスケの体を押して、隣に座るのを阻止した。 なし なし レイジ有利
25 5月20日 オウスケがユウキのエプロンを留めようとすると、レイジが「いいっ」と言ってオウスケを押しのけた。 なし なし レイジ有利























31 6月6日 オサムが自分のコップ袋を誤ってレイジのロッカーに入れると、レイジは怒って、保育者に訴えた。 なし レイジに解決策の提案 解決
32 6月6日 ユウキがユカリのブドウを自分のコップに入れるように促すと、ユカリは抵抗した。 マユミによる注意 なし 解消
33 6月6日 ユカリがマユミのお弁当箱をデザートの容器の上に重ねようとすると、マユミは「ちゃうっ」と言った。 ユウキによる注意 なし 解消
34 6月6日 マユミ・ユウキがユカリのお尻を叩くと、ユカリは二人に向かって怒った表情を向けた。 なし なし 解消
35 6月6日 ユウキがユカリのお尻を叩こうとすると、ユカリは「こら、怒るよ」と言った。 なし なし ユカリ有利
36 6月6日 ユウキがマユミのお尻を叩くと、マユミはユウキを睨んで保育室を出た。 トシエによる注意 なし 解消
37 6月6日 ユウキが立ち上がって、ユカリのお尻を叩くと、ユカリは「やめなさいっ」と言った。 タカシによる加勢 なし 解消
38 6月10日 チヅルがペンで絵を描こうとすると、ユカリは「だめそれじゃない」と言って、チヅルのペンを取ろうとした。 リエコによる注意、加勢 なし 解消
39 6月10日 ユリがチヅルにもっと可愛い衣装を作るように促すとチヅルは「もういいって言ってるの」と抵抗した。 なし なし 解消
40 6月10日 ショウコが運ぼうとする椅子をユウキが取ろうとすると、ショウコは「やーめて」と言って手を振り払った。 なし なし ショウコ有利
41 6月10日 ショウコが運ぼうとする椅子を再びユウキが取ろうとすると、ショウコは抵抗してユウキの手を離そうとした。 なし なし 解決
42 6月10日 ヤスオが誤ってユウキにぶつかると、ユウキは怒ってヤスオの制服を引っ張った。 なし なし 解消
43 6月10日 ユカリがヒデキとミチルの間の空席に座ろうとすると、二人はユカリの手を振り払いその席を手で押さえた。 なし なし ヒデキ・ミチル有利
44 6月10日 リョウコがうがいをしようとしているのをリョウヤが邪魔しようとすると、リョウコは「やめて」と抵抗した。 セイ・マイコによる注意 なし リョウコ有利













48 6月19日 ユウキがチヅルに終礼の準備をするように促すと、チヅルはいらだった様子で抵抗した。 セイによる注意 なし 解消
49 6月19日 ハジメが自分のロッカーの前に立っているチヅル・ユリを押すと二人は声をそろえて「痛い」と言った。 なし なし 解消
50 6月27日 ユリがリョウヤの隣に座ろうとすると、リョウヤはユリの体を押して抵抗した。 なし なし リョウヤ有利













55 7月1日 ユリが自分の靴下をチヅルに押し付けて見せると、チヅルは「やーめて」と抵抗した。 なし なし 解消
56 7月4日 コウスケがおやつ当番をせず、席についているユリをとがめると、ユリは顔をしかめて「だめっ」と言った。 なし なし コウスケ有利
57 7月4日 トシエがナリヒロがとっている席に近づくと、ナリヒロは「ここ座ったらあかん」と言って抵抗した。 なし なし ナリヒロ有利
58 7月4日 コウスケがナリヒロがとっている席に無理やり座ると、「ここ座ったらダメ」と言って抵抗した。 ヒデキ・ユウキによる加勢 なし ナリヒロ有利





61 7月4日 オサムがユウキが座っていた席に近づき座ろうとすると、ユウキは抵抗した。 なし なし ユウキ有利
62 7月10日 ユカリがタカシが持っているコップを取ろうとすると、タカシは抵抗した。 カナタ・レイジによる注意 なし 解消
63 7月10日 チヅルが片付けようとする椅子をユタカ・ハジメが片付けようとするとチヅルは椅子を引っ張り抵抗した。 なし チヅルに説諭 ユタカ・ハジメ有利
64 7月11日 タカシがユタカが座っていた席に座ると、ユタカは「ここユタカ君が座ってた」と抵抗した。 なし なし タカシ有利
65 7月11日 コウスケがユタカが座っていた席に座ろうとすると、タカシはコウスケの体を押し「どっか行け」と言った。 レイジによる加勢 なし タカシ有利






































77 9月17日 ナオミがマイコと一緒に花を摘みに行こうとすると、マイコは「一人で取るからいいっ」と抵抗した。 セイによる仲裁 なし ナオミ有利
78 9月17日 カナタが台を片付けようとするのを、ユタカが手伝おうとすると、カナタは「離してっ」と抵抗した。 なし なし カナタ有利
79 9月17日 ヤスオとタクマが王様ジャンケンをしているのをリョウヤが真似すると、ヤスオは「真似すんなよ」と言った。 ユタカによる加勢 なし 解消
80 9月25日 チヅルが掘っている砂場のスペースにコウスケが侵入すると、チヅルは「だめだよ、コウスケ君」と言った。 なし なし 解決
81 9月30日 リョウヤがコウスケたちが作ったホテルに入ろうとすると、コウスケはリョウヤが入るのを阻止した なし リョウヤへの解決策の提示 解決
82 9月30日 オサムがホテルに車いすを設置することを提案すると、リョウヤは苛立った口調で「やめてっ」と言った。 なし なし 解消
83 9月30日 フブキがリョウヤたちのホテルに侵入しリョウヤを叩くと、リョウヤは激しい口調で「やめて」と言った。 なし なし リョウヤ有利
84 9月30日 コウスケがホテルの一部を屋根にしようと提案すると、リョウヤは「だめっ、お風呂場やから」と抵抗した。 オサムによる声掛け なし リョウヤ有利
85 9月30日 ヒデキがホテルの車椅子の上に寝ころぶと、リョウヤは「やめて、こここうやっといて」と抵抗した。 オサムによる提案 なし 解消
86 9月30日 ショウコがチヅルにお家ごっこのドアを閉めるように促すと、チヅルは「これドアじゃないっ」と言い返した。 なし なし 解消
87 9月30日 ユカリが積み木から下りる時に誤ってヒデキに当たると、ヒデキは「押さんといてっ」と言った。 なし なし ユカリ有利
88 9月30日 ナリヒロはユタカ・オサム・タカシと板を運ぶが三人がバランスを崩しこけて、「何してんねんっ」と言った。 なし なし 解消
89 9月30日 オサムが板を移動させようとすると、タクマは「置いといてっ」と言って、板を引っ張った。 なし なし オサム有利
90 9月30日 カナタはトウマと一緒に板を運ぶがトウマが一方的に引っ張ると「違うっ、動かそうとしてるやろっ」と言った。 なし なし トウマ有利
91 9月30日 リョウヤがリエコ・マナが保育者のために取っている席に座ろうとすると、二人は「ダメ！」と抵抗した。 なし なし リョウヤ有利
92 9月30日 タクマがユタカがナリヒロとオサムのために取っている席をとろうとすると、ユタカは抵抗した。 なし なし ユタカ有利
93 10月9日 セイがマイコが開いた傘を触ろうとすると、マイコは「やめてっ」と言ってセイの傘を触り返そうとした。 なし なし セイ有利
94 10月9日 トシエがハジメが差している傘にぶつかると、ハジメは「ハジメの傘に当たった」と言った。 なし なし ハジメ有利
95 10月9日 ユタカが自分の傘をハジメの傘にぶつけると、ハジメは「こらっ（傘の上の）カタツムリが落ちる」と言った。 なし なし ハジメ有利
96 10月9日 リョウヤがユカリが置いていた牛乳パックを使おうとすると、ユカリは「置いてたのっ」と言った。 なし なし リョウヤ有利
97 10月9日 タカシが桶に溜めた雨をユカリが触ろうとすると、タカシは「（触ったら）ダメッ」と言って抵抗した。 なし なし タカシ有利
98 10月9日 タカシが桶に溜めた雨をリョウヤが触ろうとすると、タカシはリョウヤを叩いた。 なし なし タカシ有利
99 10月9日 リョウヤが袋をかぶって走っているユカリの袋をとると、ユカリは近くに置かれた籠でリョウヤを叩いた。 なし なし ユカリ有利
100 10月9日 タカシが傘についたカタツムリを取ろうとするとユカリは「取ったあかん」と抵抗した。 なし なし タカシ有利
101 10月9日 リョウコがミチルの頬をつねると、ミチルはリョウコの頬をつねり返した。 なし なし 解消
102 10月9日 チヅルが隣の席に座ったマミに「コウスケ君が座ってたんだよ」と言うと、マミはチヅルを睨んだ。 コウスケによる加勢 なし マミ有利










106 10月25日 マミがユミコが持っている説明書を取ろうとすると、ユミコは説明書を高く持ち上げて抵抗した。 リエコによる注意、抑制 なし 解決





















111 11月11日 リョウヤがふざけておやつの席に座っているリエコの膝の上に乗るとリエコは、両手でリョウヤをどけた。 なし なし リエコ有利
112 11月11日 リョウヤがふざけておやつの席に座っているハルナの膝の上に乗るとハルナはリョウヤの体を押した。 リエコ・マミによる加勢 なし ハルナ有利









116 11月11日 雷ゴロゴロゲームでリョウヤがリエコのボールを取ると、リエコは困惑した表情を浮かべた。 カナタ・ヒデキによる加勢 なし リエコ有利
117 11月11日 雷ゴロゴロゲームでコウスケがボールを渡すときにユリに手が当たると、ユリは激しく泣き出す。 なし ユリ・コウスケへの説諭 解消
118 11月11日 雷ゴロゴロゲームでチヅルがボールを取ると、コウスケは「ちゃうで」と言ってボールを取ろうとした。 ユカリによる加勢 なし コウスケ有利





121 11月19日 タクマがコウスケがおもちゃを棚から出そうとするのを阻止して取ろうとするとコウスケは抵抗した。 なし なし 解消
122 11月19日 タクマはナリヒロ・コウスケと一緒にダンスを見に行こうとすると、ナリヒロはそれを拒んだ。 なし なし ナリヒロ有利
123 11月20日 レイジが腰に差していた剣がユタカに当たると、ユタカは激しい口調で「剣当たった」と言った。 なし なし 解消
124 11月20日 ヒデキがユウキに向かって手を振り回すと、ユウキはヒデキの鉄砲を取った。 なし なし 解消
125 11月20日 リエコがユミコの隣に座ろうとすると、ユミコは「だめだめここはヤスオ君」と言って拒んだ。 なし なし ユミコ有利
126 12月9日 トウマがユウキ・タカシの遊びに加わろうとすると、タカシはトウマを叩いて、抵抗した。 なし なし 解消
127 12月9日 ユウキがタカシに取っ組み合いをしようとすると、タカシは激しい口調で「あかんでっ」と言って拒んだ。 なし なし タカシ有利
128 12月9日 ユウキが苛立って、レイジを殴ると、レイジは激しい口調で「やめてやめて」と言った。 なし なし レイジ有利
129 1月17日 マユミがユカリを見て笑うとユカリは「今とても悲しいから笑わないで」といって怒った。 なし なし 解消
130 1月17日 ユカリがマイコからなわとびを取ろうとすると、マイコはきつい口調で「もう違うのっ」と言った。 なし なし 解消
131 1月17日 セイがナオミに縄跳びを交代するように促し、縄跳びをナオミから取ると、ナオミはすねた表情を浮かべた。 マイコによる仲裁 なし 解決















135 1月22日 ハルナが大きなフクロウの人形を倒すと、チヅルは「だめっ、こらっ」と言って怒った。 ユリによる加勢 なし 解消
136 1月22日 ユリがナオミが持っている太鼓の棒を引っ張って取ると、ナオミは「ナナがっ」と言って棒を取り返した。 なし なし ナオミ有利
137 1月22日 ユリがマイコが叩いているシンバルを無理矢理取ろうとすると、マイコは「次、マイコちゃんっ」と抵抗した。 なし なし マイコ有利




139 1月22日 カナタがフクロウの人形にあたり倒すと、リョウヤは苛立った口調で「やーめて、そこ」と言った。 なし なし カナタ有利
140 1月22日 ヤスオがユリがたたんでいるマットの上で足踏みをすると、ユリは「ちょっと」と言って抵抗した。 なし なし ユリ有利





143 1月28日 ユカリがリョウヤに車掌役を交代するように頼むと、リョウヤは「明日」と言って拒んだ。 なし なし リョウヤ有利









146 2月20日 ユミコがゴミをセイが集めている場所に集めないとセイは「こっちに集めとかないと」と怒った。 なし なし セイ有利
147 2月20日 ユミコがチヅルと一緒に座ろうとすると、チヅルは他の園児と座ると言って拒んだ。 なし なし チヅル有利





150 2月20日 ユタカはコウスケとタカシが一緒に工場に行こうとするのを見て、コウスケを叩いた。 タカシによる提案 なし ユタカ有利













153 2月27日 ユカリがショウコの隣の席に座りたいと頼むとショウコは「ここオサム君が座るのっ」と拒んだ。 コウスケによる加勢 ユリへの解決策の提示 ショウコ有利
154 2月27日 レイジがテーブルのスペースを多くとりユリのスペースが狭くなり、ユリはレイジを睨み涙を浮かべた。 カナタによる仲裁 ユリへの説諭 解消




156 3月10日 ユウキが保育者のために取っている席にヒデキが座ろうとすると、ユウキはヒデキを押してのかそうとした。 トウマによる加勢 なし ユウキ有利



























163 3月11日 ハジメがハルナに駆け寄ってタオルを強く押しつけると、ハルナは「やめてっ」と言ってタオルを振り払った。 なし なし ハルナ有利
※非当事者の幼児が介入した事例番号には水色を塗っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料．5歳児の対人葛藤場面の状況（日付・エピソード・非当事者の幼児による介入・保育者による介入・結果）
日付 エピソード 非当事者の幼児による介入 保育者による介入 結果
1 4月25日 ユウキが片付けをせずオセロをしているヒデキを咎めると、ヒデキは苛立った様子であかんと言った。 なし ヒデキへの片付けの依頼 ユウキ有利
2 4月25日 タカシが運んでいる椅子をレイジが取ると、タカシは困惑した表情を浮かべた。 なし なし レイジ有利
3 4月25日 レイジが椅子を運んでいないで席につくリョウコを咎めると、リョウコは困惑した表情を浮かべた。 なし なし レイジ有利




5 4月25日 リョウヤがナオミの椅子を勝手に移動させるとナオミは顔をしかめて「だからここっ」と言って抵抗した。 なし なし ナオミ有利




7 4月30日 トウマがチヅルの隣の席に座ると、チヅルは「ここナリヒロ君」と言ってトウマを押してどかそうとした。 なし なし トウマ有利
8 4月30日 トウマがリョウコに向かってリョウコの席は違う席であったと主張すると、リョウコは別の空席を指さした。 セイによる加勢、ユリによる仲裁 なし 解消
9 5月12日 マイコ・セイ・ナオミがブランコを占領していると、チヅル・リエコは替わるように訴えた。 なし なし 解決
10 5月12日 セイとマイコがブランコこぎで勝ったのは自分たちであると主張するとチヅルは「ずるい」と怒った。 なし なし 解消
11 5月12日 ユウキがセットしようとしているカセットをタカシが触ると、ユウキは「ユウちゃんやるっ」と言って拒んだ。 なし なし ユウキ有利





14 5月26日 レイジがグループの担当の楽器は「鈴でいいのっ」と決めつけると、リエコは不満気な表情を浮かべた。 なし なし レイジ有利
15 5月26日 リョウヤがカナタが取ったボールを取ろうとすると、カナタはボールを引っ張り返し取り合いになった。 レイジによる注意 なし 解消
16 5月26日 トウマは製作物を持ちながらゴールキーパーをやり点を取られるとリョウヤは製作物を無理矢理取った。 なし なし リョウヤ有利
17 5月26日 オサムがトウマに製作物を貸すように頼むとトウマは「貸してあげないよ」と言って拒んだ。 なし オサムに片付けの依頼 解消




19 5月28日 リョウコがマユミのフラフープを引っ張って取ろうとすると、マユミは「やーめて」と言って阻止した。 なし なし マユミ有利
20 5月28日 リョウコがユウキを引っ張ると、ユウキはリョウコを離そうとした。 レイジによる抑制 なし 解消
21 5月28日 ユリが太鼓をドンドンと勢いよく叩くと、チヅルはユリに「うるさいっ」と言った。 なし なし 解消
22 5月28日 チヅルが演奏会のお客さんの椅子は4個でいいと主張するとユリは「だーめ、もうちょっと」と言って拒んだ。 なし なし ユリ有利
23 5月28日 チヅルがユミコに指揮者をするように促すと、ユミコは不愉快ような表情で「しないよそんなん」と言った。 ユリによる加勢 なし 解消














27 5月28日 マイコ・ユカリがマユミのためにとっている席にユリが座ろうとすると、ユカリは激しい口調で「ダメ」と言った。 セイによる声掛け なし 解消
28 6月5日 チヅルがハルナに後ろから抱きついて離れないとハルナは「何よー離してー」と言って手を離そうとした。 マミ・リュウによる抑制 なし 解消
29 6月5日 ハルナがマミの髪の毛を触ると、マミは顔をしかめてハルナの手を叩き、くすぐるのをやめさせようとした。 なし なし 解消
30 6月5日 ハジメがきちんとたたまれていないゼッケンが入った籠を運ぼうとするとトウマは籠を引っ張り抵抗した。 なし なし ハジメ有利
31 6月5日 リュウとトシがゼッケンをたたまずに籠に入れるとトウマは「そんなぐちゃぐちゃにいれない」と怒った。 なし なし リュウ・トシ有利





34 6月5日 チヅルが他の園児と保育者を追いかける遊びをすると、ユリは「走らないでっ」と言って阻害した。 なし なし 解消
35 6月5日 ユリがチヅルに「私のこといじめるから」と言うとチヅルは「あなたが悪いからじゃん」と言い返した。 なし なし ユリ有利
36 6月12日 ナオミがマユミが描いている招待状をこっそり見つめるとマユミは「何見てんのよー」と言った。 ユリによる仲裁 なし 解消
37 6月12日 ユカリが右腕で押してミチルの色塗りを邪魔すると、ミチルは激しい口調で「やーめーてっ」と言った。 なし なし 解消
38 6月12日 マユミがユリにピンクの色鉛筆を貸すように頼むと、ユリは「あーとで」と言って拒んだ。 ナオミによる仲裁、リョウコによる注意 なし 解決
39 6月12日 トシがパネルを並べるのを手伝わずに、象の制作物に上ると、レイジは「やめてっ」と言って顔をしかめた。 なし なし レイジ有利
40 6月12日 フブキ・シロウが制作物の作成を手伝わず象の階段に上ると、レイジは「やめてっ」と言って睨んだ。 なし なし 解消





43 6月12日 リョウヤが運転する電車に乗るタケルがバランスを崩すと、リョウヤは「タケル君っ」と言って怒った。 なし なし リョウヤ有利
44 6月12日 ユタカ・カナタがリョウヤの電車に同時に乗ろうとすると、押し合いになった。 なし なし ユタカ・カナタ有利
45 6月12日 ユタカが電車の運転手になろうとすると、カナタは「車掌さんちゃうからあかんでっ」と言って拒んだ。 なし なし カナタ有利







48 6月20日 ユミコが色水をコップに入れると、ユカリは「だめだよ、なんでそれコップに入れるの」と言って怒った。 トウマによる加勢 なし 解消
49 6月20日 ユリがペットボトルに色水を入れると、ユカリはきつい口調で「それ私やろうとしてた」と言って睨んだ。 なし なし ユリ有利
50 6月20日 ユリがリョウヤに色水遊びの花びらをユミコの後に使うように促すとリョウヤは不満気な表情を浮かべた。 ユミコによる加勢 なし 解消

























59 7月3日 ハジメがピアニカを大きな音で引き続けると、チヅルは「なんかうるさいんだけどー」と言って怒った。 なし なし 解消
60 7月3日 ユカリがチヅルに向かって「折り紙屋さんしよーよ」と促すと、チヅルは「やだっ」と言って拒んだ。 マユミによる加勢 なし 解消
61 7月3日 チヅルがユリに黄色い折り紙を残しておくように頼むとユリは「やだー足りなくなる」と言って拒んだ。 なし なし 解決
62 7月3日 ユカリが誕生会の課題の絵を描いているのをナリヒロが見つめるとユカリは「見たあかんよー」と拒んだ。 ミチル・ヒデキによる加勢 なし ユカリ有利
63 7月3日 ユリが持ってきた金色の折り紙をチヅルが取ろうとするとユリは「ダメ―ッ」と言って拒んだ。 なし なし ユリ有利































72 7月16日 ユウキが持っている設計図をユリが引っ張ると、ユウキは強く引っ張り返して取られないようにした。 リョウヤによる注意 なし 解消















77 9月12日 オサムがラジカセに違うカセットをセットしようとすると、チヅルは激しい口調で「まだっ」と言って拒んだ。 リエコによる注意 なし 解消
78 9月12日 ナリヒロが読み上げようとしているプログラムをチヅルが引っ張って取るとナリヒロは取り返そうとした。 なし なし チヅル有利
79 9月26日 ユカリが、ユミコが持ち上げて皆に見せていたティッシュを取ると、ユミコは取り返そうとした。 ナリヒロによる注視・仲裁 なし 解消
80 9月26日 ユカリが台を一緒に運ぶときにバランスを崩したオサムを咎めると、オサムは困惑した表情を浮かべた。 カナタによる加勢 オサムに片付けの依頼 解消





83 9月26日 ユカリはトウマが台を運ぶのを手伝おうとするのを拒むが、トウマは台から手を離さず抵抗した。 なし なし ユカリ有利
84 9月26日 ユカリがユタカが緑の台に立っていることを咎めると、ユタカはひるんだ表情を浮かべた。 トウマによる加勢 なし ユカリ有利
85 9月26日 ユカリがカナタが台をスライドさせて片付けたことを咎めると、カナタは不服な表情を浮かべた。 なし なし ユカリ有利
86 9月26日 ユカリがトウマにぶつかると、トウマは不服な様子で「ユカリちゃん、痛かった」と怒った。 オサム・カナタによる注意 なし ユカリ有利







89 10月22日 チヅルがオサムのボードをひっくり返すと、オサムはチヅルのボードをひっくり返そうとした。 ナリヒロによる加勢 なし オサム有利
90 10月22日 ナリヒロが字数を超えたワードをシートに記入しようとすると、オウスケは「それなしやでっ」と言って怒った。 なし なし 解消

















95 10月22日 ハジメは岩作りをせずふざけているアイを殴ると、アイは頭を押さえて「やめて。やめてよっ」と言った。 タケルによる声掛け なし 解消
96 10月22日 ユカリがハジメが持っているガムテープを取ろうとすると、ハジメは「ちょっと待って」と言って拒んだ。 なし なし ユカリ有利





99 10月22日 ユカリがハジメたちに岩を作っていないことを咎めると、ハジメは「自分も作ってない事や」と言い返した。 タケルによる注意・抑制 なし 解消































107 12月3日 ユリがレイジが片付けている消防車の中に足をつっこむと、レイジはきつい口調で「ユリちゃん」と言った。 なし なし レイジ有利
108 12月3日 ユタカ・タカシが「慌てん坊のカナタ君は～」とふざけて歌うと、カナタは「そんなん言わんといて」と怒った。 なし なし カナタ有利




















113 12月10日 レイジが片付けようとしているボールをリョウヤが取ろうとすると、レイジは引っ張り取られないようにした。 なし なし レイジ有利
114 12月10日 レイジが片付けようとしている縄跳びをトウマがたたもうとすると、レイジは「やめてっ」と拒んだ。 なし なし レイジ有利
115 12月10日 リエコ・ショウコが積み上げた積み木をリョウヤが倒すと、二人は「触ったからだよ」と言って怒った。 なし なし 解消





118 12月10日 ヒデキがゲームの結果が「3対4」であると主張すると、トウマは「3対3やでっ」と言い返した。 なし なし 解消
119 1月13日 ミチルがビー玉を8個も取ったのを見て、ヒデキは「何で8個も取ったん？ずるいやん」と言って怒った。 なし なし ヒデキ有利
120 1月13日 トウマがヒデキが積み上げているブロックにブロックをさらに追加しようとすると、ヒデキは拒んだ。 なし なし ヒデキ有利
121 1月13日 コウスケがリョウコが積み木を積み上げるのを邪魔すると、リョウコは「やめてっ、コウスケ君」と怒った。 ヒデキによる加勢 なし リエコ有利
122 1月13日 ヒデキはトウマのビー玉をブロックから転がすと、トウマは「（ビー玉は）僕のっ」と言って怒った。 なし なし 解消
123 1月13日 ヒデキがトウマにきつい口調でビー玉を返すように咎めると、トウマはしょんぼりしてビー玉を置いた。 なし なし ヒデキ有利
124 1月13日 ミチルがリョウコのあやとりを引っ張って自分の方に寄せると、リョウコは「やめてっ」と言って抵抗した。 なし なし リョウコ有利
125 1月21日 マユミがプログラムを折っているマイコを咎めると、マイコは「折ってへんでっ」と言って怒った。 なし なし 解消
126 1月21日 マユミが歌っているセイを叩くと、セイは「まだなのっ、こっちなのっ」と言って怒った。 なし なし 解消




128 1月21日 マユミが絵を踏んだことをセイが咎めると、マユミは「セイちゃんがのけてって言ったから」と言い返した。 マイコによる抑制 なし 解消
129 1月21日 リョウヤがユミコにきつい口調で「ユミコちゃんなんでやるのっ」と言うと、ユミコは「良いのっ」と言い返した。 なし なし ユミコ有利
130 1月21日 絵を描く順番をマイコが順番ぬかしすると、マユミは「やめてっ、順番ぬかしっ」と言った。 セイによる提案・仲裁 なし 解消
131 1月21日 マユミがはみ出して色塗りをしたのをセイが咎めると、マユミはうなだれた。 なし なし セイ有利














136 2月2日 リエコが靴を履きかえようとするマミの背中を押すと、マミはリエコを睨み「やめてよっ」と言った。 なし なし 解消







139 2月4日 チヅルの前でユリがいきなり立ち止まると、チヅルは転び、困惑した表情を浮かべた。 なし なし 解消












143 2月20日 リョウヤがチヅルが片付けた積み木を下ろすと、チヅルは「いいから置いといてよっ」と言って拒んだ。 なし なし チヅル有利
144 2月20日 タケルが積み木を移動させると、チヅルは「やめてって言ってるやん」と言って拒んだ。 なし なし 解消











147 2月25日 並べてあるクッキーの型をユリがひっくり返すと、トシキは「反対にしたらあかんでっ」と言って怒った。 ヒデキによる加勢 なし 解消
148 2月25日 ユリが練っているクッキーの生地をショウコが触ろうとすると、ショウコは「やめてよっ」と言って拒んだ。 なし なし ユリ有利
149 2月25日 ユリが棒ではなく手でクッキーの生地を練り始めると、ショウコは「なんで手でやってるの」と怒った。 なし なし ショウコ有利





152 3月2日 コウスケが大声で歌いながら手紙を書いていると、マイコは「うるさいっ」と言った。 なし なし マイコ有利
153 3月4日 リョウコがユリの隣の席に座ろうとするのをユリが拒むと、リョウコは困惑した表情を浮かべた。 なし なし リョウコ有利









156 3月10日 ユリが汲んでいた足がリョウヤに当たると、リョウヤは苛立った様子で「ちょっとやめてー」と言った。 マミによる加勢 なし リョウヤ有利
157 3月10日 ユタカのブロックがリョウコ・トウマ・ヒデキの家に当たり、家が壊れると、リョウヤ・トウマ・ヒデキは咎めた。 なし ヒデキに気持ちの確認 解消





160 3月10日 ヒデキがトウマ・リョウコが作った家を壊すと、トウマが驚いた様子で「あかん、あかんっ」と咎めた。 なし なし ヒデキ有利
161 3月10日 ヒデキがオサムが支えているブロックをつかむと、オサムは「倒れるからやめて」と咎めた。 なし なし 解消
162 3月10日 ユタカがコウスケとヒデキの家にブロックをつなげると、コウスケは「もうやめて」と言って拒んだ。 なし なし コウスケ有利
163 3月10日 ヒデキがトウマから無理矢理ビー玉を取って片付けようとすると、トウマはビー玉を引っ張りこばんだ。 なし ヒデキへの片付けの依頼 ヒデキ有利
164 3月10日
マミはリエコと一緒に一輪車をしようとするが、リエコが靴を履きかえてなかなか来なかったため口論になっ
た。
レイジ・タカシ・ナオミ・マイコによる注視、
マユミ・マイコによる代弁、セイによる声
掛け・代弁、レイジによる加勢・仲裁、注
意、
リエコ・マミに状況・原因を
尋ねる・気持ちの受けとめ・
共感・周囲の園児に話し合
いの促し
解消
※非当事者の幼児が介入した事例番号には水色を塗っている。
